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5

月

8

日
◎
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷
で
開
催

～
参
加
者
に
「
在
京
白
堊
会
創
立
3
5
周
年
記
念
誌
」
を
配
布
～

紺
柳

日
時

‥
5
月
8
日

（
土
）
午
後
4
時
～

場
所

‖
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷

（
私
学

会
館
）

会
費

‖
一
〇
．
〇
〇
〇
円

（
年
会
費

二
．
〇
〇
〇
円
を
含
む
）

学
生
・
院
生

三
．
〇
〇
〇
円

（
同
右
）

在
京
白
堊
会
が
発
足
し
て
、
今
年

は

35
周
年
。
あ

の
熱
狂

の
甲
子
園
大

会
を
期
し

て
誕
生
し
た
そ
う

で
す
が

幹
事
年
次

の
我

々
卯
年
卒
は
、
そ
の

興
奮
を
遠
ま
わ

し
に
眺

め
る
し
か
な

か

っ
た
、
遅
れ
て
来
た
世
代

で
す
。

し
か
し
、
そ

の
せ

い
で
熱
く
切
な

い
渇
望
を
宿
し
た
ま
ま

に
、
は
や
卒

業

32
年
を
迎
え
ま
し
た
。

35
周
年
と

い
う
記
念
す

べ
き
在
京
白
堊
会
総
会
の
幹
事
年
は
巡
り
合
わ

せ
か
？
神

の
思
し
召
し
か
？
な
ら
ば

職
き
火

の
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
こ

の
場

で

一
気
に
開
放
し
ょ
う
！

「
幹
事
年
は
爆
発
だ
！
」
の
勢

い
で
、

会
員

の
皆
様
が
笑

っ
て
、
語
ら

っ
て
、

ス
ト
レ
ス
を
発
散
し

て
、
そ
し

て
記

憶
に
残
る
よ
う
な
総
会

に
し
た

い
と

頭
を
ひ
ね

っ
て
き
ま
し
た
。

第

一
部
で
は
、

47
年
卒

の
小
松
正

之
君
が

「
鯨
と

日
本

の
文
化

の
深

い

か
か
わ
り
」
を
熱
弁
し
て
く
れ
ま
す
。

彼

は
国
際
会
議

の
怒
号

の
な
か

で
、

「
L
e
t
 
m
e
 
s
p
e
a
k
!
」
と
叫
ん
だ
猛
者
。

ど

ん
な
疑
問
・
質
問
に
も
、
た
ち
ど

こ
ろ
に
答
え

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

第

二
部
の
会
場

で
は
岩
手
放
送
が

制
作
し
た
「白
堊
校
2
0
世
紀
の
軌
跡
」

と
、
在
校
生
が

N
H
K

（
教
育

）
放

送

の
第

50
回
全
国
放
送

コ
ン
テ
ス
ト

で
準
優
勝
に
輝

い
た

「
新
入
生

の
7

週
間
」
を
放
映
予
定

で
す
。

伝
統
に
彩
ら
れ
た

一
高

の
歴
史
と

現
在
進
行
形

の

一
高
生

の
息
づ
か

い

時
を
越
え
た
二

つ
の
映
像
が
皆

様
を
懐
か
し
の
青
春
時
代

に
プ
レ
イ

バ

ッ
ク
さ

せ
ま
す

。

そ

し

て
、

ハ
イ

ラ
イ

ト
は

…

…
当

日

の
お
楽

し

み
。

今
回
も
皆
様
が
集

い
や
す

い
よ
う

に
土
曜
日
に
開
催

し
ま
す
。
年

に

一

度

の
総
会

で
、
懐

か

し

い
校
友

の

方

々
と
親
交
を
あ
た
た
め
あ

い
ま
し

ょ
う
。
ふ
る

っ
て
の
ご
参
加
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
出
欠
は

35
周
年
記
念
誌
の

準
備
が
あ
り
ま
す

の
で
、
遅
く
て
も

4
月

28
日
迄
に
同
封

の
ハ
ガ
キ
に
て

お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

（
47
年
卒
）

〈 テ、マ〉『日本 の 食 文 化 と鯨 』

〈 講 師〉小 松 正 之 （47卒）
（第 54 回 IW C 下 関総会 日本代表団）

1 97 7年農水省入省後、エール大学院留学、在イタリア

日本大使館勤務を経て 198 5年、日米漁業交渉等 を担当

する。19 9 1年よりIW C （国際捕鯨委員会）会議に出席、

日本 をは じめ北欧や海 に依存する世界の沿岸国など商

業捕鯨の再開 を模索する国々の理論的、行動的 り、ダ

ーである。現在水産庁 漁場資源課長、歯 に衣きせぬ明

解な言 い まわ しは説得 力 があ り聴 く者 の共 感 を誘 う
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創
立
3
5
周
年
を
迎
え
て
在
京
白
堊
会
会
長
及
川
昭
伍
（
昭
和
2
5
年
卒
）

在
京
白
堊
会
は
本
年
（
平
成
1
6
年
5
月
）
創
立
3
5
周
年
と
な
り
ま
す
。

創
立
時

の
中
核

メ
ン
バ
ー
で
あ

っ
た

多
く

の
先
輩
方

が
既
に
他
界
さ
れ
ま

し
た
。
創
立
以
来

23
年

間
事
務
局
を

担
当
し
、
世
話
人
代
表
を

つ
と
め
ら

れ
た
工
藤
祐
正
弁
護

士

（
昭

17
卒
）

も
他
界
さ
れ
て
か
ら

12
年

に
な
り
ま

す

。

35
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、

先

輩

諸
氏

の
ご
功
績

を

思

い
起

こ

し
、
深
く
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

在
京
白
堊
会
は
、
昭
和
4
4
年
5
月
1
3
日
に
上
野
精
養
軒
で
創
立
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
前
年

の
昭
和

43
年

の
夏
、
甲
子
園

の
第

50
回
全
国
高
校

野
球
大
会

に
わ
が
盛
岡

一
高
が
出
場

し
て
、

ベ
ス
ト

エ
イ
ト
ま

で
駒
を
進

め
ま
し
た
。
母
校

の
弊
衣
破
帽

の
応

援
団
が

テ
レ
ビ

の
名
物
と
な
り
、
勝

利

の
た
び

に
軍
艦

マ
ー
チ

の
校
歌

が

甲
子
園

か
ら
全
国

に
流

れ
ま

し
た
。

そ

の
感
激
を
契
機
と
し
て
こ
の
会
は

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
創
立
総
会

へ
の

出
序
者
は

100
名
、
当
時

の
会
員
数
は

約
6
0
0
名
で
し
た
。

当
会
は
、
会
員

の
親
睦

の
み
を
目

的
と
し
て
、
会
長
も
置
か
ず
に

20
年

以
上
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
総
会
は
、

毎
年

、
母
校

の
創
立
記
念

日
で
あ
る

5
月

13
日
に
開
催

す
る

こ
と
と

し
、

当
初

の
13
年

間
（
昭
和

44
年

～

56
年
）

は
上
野
精
養
軒
で
、
そ

の
後

の
16
年

間

（
昭
和

57
年
～
平
成
9
年
）
は
東

郷
記
念
館

で
開
催

し
ま
し
た
。

い
ず

れ
も
白
堊
会
の
同
窓
が
役
員
や
宮
司

を

し

て

い
る

と

い
う

ご

縁

で

し
た

。

次
第
に
参
加
者
数
も
多
く
な
り
、
会

場
の
収
容
能
力
の
関
係
も
あ
り
、
最

近

は
私
学

会

館

で
開
催

し

て
い
ま

す
。
第

14
回

の
総
会
か
ら
、
満

50
歳

と
な
る
年
次
が
順
次

1
年
送
り

で
幹

事
を
担
当
す
る
慣
行
が
確
立
し
、

毎

年
、
担
当
年
次

の

ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

で
楽

し

い
総
会

が
開
か
れ
て
き
ま
し

た
。
会
員
数
も

順
調

に
拡
大

し
て
、

創
立
時

の
5
倍

の
3
0
0
0
人
を
瀬

え

る
よ
う
に
な
り
、
総
会
参
加
者
も

毎

回

2

5

0
人
程
度

に
な
り

ま

し

た
。
新
規
参

入
の
若
手
会
員

の
多

く

か
ら
、
会
運
営

の
改
革

の
要
望
が

出

さ
れ
、
平
成

8
年

の
総
会

で
在
京
白
堊
会
規
約
が
改
正
さ
れ
て
現
在
の

責
任
執
行
体
制
（
会
長
、
副
会
長
、
常
任
幹
事
、
事
務
局
長
）
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
年

2
回

の
会
報

の
発
行

（
平
成

8
年

11
月
創
刊
）
、

イ

ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

（
平
成

12
年

10
月
）
な
ど
、

会
員
相
互

の
情

報
交

流

の
充
実

が
進
む

と
と
も

に
、

財
務

の
健
全
化
も

図

ら

れ

て
き

ま

し
た

。

関
係
者

の
ご
努
力
と

会
員

の
ご
協
力

に
深

く
感
謝
し
ま
す
。

私
達
は
白
堊
校
舎
で
青
春
を
過
ご
し
、
秀
峰
山
右
手
山
を
毎
日

仰
ぎ
、
清
流
北
上
川

に
悠
久
を
思

い
、
浩

然

の
大
気

の
中

で

忠

実
自
彊

の
心
を
共
に

学

ん

で
き

ま

し
た
。

長

い
歴
史
と
伝
統

に

培
わ
れ
た
白
堊
の
心
を
次
世
代
に
つ
な
い

で

い
く
た
め
に
、
在

京
白
堊
会
が
今
後
と
も
相
応
の
役
割
を

果

た
す

こ
と
を
心
か
ら

期
待
し
ま
す
。

当初 の13年 間は上野精養軒 で開催 され た。写真 は昭和田年（19 78）5 月13 日

開催の第10 回総会 。167名 が参加 した（写真提供、S 18年卒 八重畑 達雄 さん）

在京白堊会発足の契機となった昭和 4 4年の母校甲子園出場。「在京白堊

会乃周年記念誌」 には発足当時の事情 もまとめている（写真提供 、別 4年卒、

佐々木裕文さん＝甲子園出場 当時の応援団長）
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『
盛

岡
中

学
生
宮

沢
賢

治
』
（
河
出
書
房
新
社
）

小
川

達
雄

（
昭
和
22
年
卒
）
著

在
京
白
堊
会
幹
事
で
も
あ
る
昭
和
墾
牛
の
小
川
達
雄
さ
ん
が
、
つ
い

先

週
河
出
葦

居
新
社
か
ら
上
梓
さ
れ
た

『
盛
岡
中
学
生
宮

沢
賢
治
』
が

お
も

し

ろ
か

っ
た
。

題
名

の
通
り
盛
中
時
代

の
賢
治

に

焦
点
を
あ

て
た
本

で
、
実
証
主
義
と

い
う

の
だ
ろ
う
か
、
膨
大
な
文
献

に

あ
た
り
な
が
ら
空
白

の
部
分
と

い
わ

れ
る
中
学
時
代

の
賢
治
を
掘
り
起

こ

し
て
、
そ

の
原
型
を
浮
き
彫
り
に
し

て

い

る

。

引
用
が
多

い
と
と
か
く
物
語
性
に

欠
け
る
も

の
だ
が
、
本
書
は
そ

の

実

証
主
義

が
臨
場
感
を
生
ん
で
、
読
者

を
賢
治

の
時
代
に

一
気

に
誘
う
。

た
と
え
ば
、
目
頭

の
盛
中
受
験
で

花

巻

か
ら

盛
岡

に
向

か

っ
た

く
だ

り
な
ど
、
明
治

42
年

3
月
31
日
の

乗

っ
た
汽
車
が
花
巻
発
午
後
1
時

30
分
、
盛
岡
着

2
時

24
分
で
、
快
晴

の
そ

の
日
、
そ

の
列

車

か
ら
盛

岡

駅

に
降

り

た

人

々

は

せ

い
ぜ

い

30

人

ほ

ど

。

そ

の
朝

は

マ
イ

ナ

ス
7
度

と
ひ
ど
く
寒
か

っ
た
と
あ
る
。
何

や

ら
吐
く
息

が
白
く
見
え

て
く
る
感
覚

に
包
ま
れ
る
。

物
語
は
、
賢
治
が
在
学
中

に
詠

ん

だ
歌
と
詩
を
順
に
検
証
す
る
か
た
ち

で
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
終
章
で
扱
わ

れ
て
い
る
次
の
詩
に
は
泣
か
さ
れ
た
。

は
だ

し

に

て

よ
る
の
線
路
を
は
せ
き
た
り

汽
車
に
行
き
逢
え
り

そ

の
窓
明
し

本
書
に
よ

る
と
、
賢
治
は
卒
業
間

際
体
調
を
崩

し
、
そ
の
ま
ま
卒
業
後

つ
い
に
入
院
、
進
路
も
定
ま
ら
な

い

ま

ま
岩

手

病
院

で
悶

々
と

し

て

い

た
。
そ

の
病
棟

で
ど
う

や
ら
賢
治
は

看
護
婦
さ
ん
に
恋
を
し
た
ら
し

い
。

日
詰

か
ら

通

っ
て

い
た
と

い
う

そ

の
看
護

婦

さ

ん

へ
の
想

い
は

、
退

院

後
も
衰
え

る
こ
と
は
な
く
、
花
巻

に

あ

っ
て
上
記

の
詩
が
詠
ま
れ
た
と

い

う
こ
と

で
あ
る
。

あ

の
賢
治
が
、
裸
足
で
駆
け
た
と

い
う

そ

の
激

し

さ

に
感

動

し

な
が

ら
、
四
六
判
3
3
6
ペ
ー
ジ
の
本
書
を

一
気
に
読
み
終
え
た
も

の
で
あ
る
。

及
川
昭
伍
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

「
二
火
会
」

の
オ
ー
プ

ン
開
催
成
功
！

昭
和

41
年
卒

の
同
窓
生
が
異
業
種

交
流
的
勉
強
会
と
し

て
開
催
し
て

い

る
二
火
会
。

原
則
と
し
て
隔
月
第

2
火
曜
日
に

開
か
れ
て

い
て
、
メ
ン
バ
ー
自
身
が

持
ち
回
り

で
講
師
を
務
め
、
自
分

の

仕
事

の
こ
と
、
趣
味

の
こ
と
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
に
レ
ク
チ

ャ
ー
を
行
う
と

い
う

や
り
方

で
続

け

て
き

て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
開
催
は
8
年

で
通
算

40

回
を
数
え
て

い
る
。

あ
る
時
は
東
大
教
授
が
バ
イ
オ
テ

ク

ノ

ロ
ジ

ー
に

つ
い
て
解

説
す

れ

ば
、
あ
る
時
は
保
険
会
社

の
者
が
賢

い
保
険

の
掛

け
方
を

手

ほ
ど
き

す

る
、
ア
メ
リ
カ
在
住

の
女
性
地
球
物

理
学
者
が
来
日

つ
い
で
に
地
震
研
究

の
最
先
端
を

レ
ク
チ

ャ
ー
す
れ
ば

、

歯
科
医
師
が
歯
周
病

の
怖
さ
を

ア
ピ

ー
ル
し
、

つ
い
で
に
参
加
者
全
員

の

検
診
を
し

て
く
れ
る
、
そ
ん
な
多
彩

な
内
容

で
あ
る
。

毎
回

の
参
加
者
は

15
名
程
度

で
、

常
連
も
少
な
く
な

い
。
弁
当
に

ビ
ー

ル
と

つ
ま
み
が

つ
い
て
会
費
は
2
千

円
。
雰
囲
気

は
き
わ

め
て
気
安
く

、

テ
ー

マ
も
幅
広

い
し
、
会
費

の
安
さ

も
続

い
て
い
る
秘
訣
か
。

そ
ん
な
折
、
2
月
10
日
開
催
の
例

会
は
、
在
春

日
亜
会
会
長
及
川
昭
伍

氏

（
昭
和

25
年
卒
、
国
民
生
活

セ
ン

タ
ー
顧
問
）
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー

に
迎

え
、

出
席
も

二
火

会

メ

ン
バ
ー

に
限
定

し

な

い
オ

ー
プ

ン
開
催

と

し

て
行
わ
れ
た
。

及
川
氏
は
、
「
儲

か
る
企
業
・
儲

か
ら
な

い
企
業
」
を
テ
ー

マ
に
講
演

さ
れ
、

経
済
企
画
庁
総
合
計
画
局

長
、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
理
事

長
等

を
歴
任
し
た
約

50
年

に
わ
た
る
経
験

を
も
と
に
話
さ
れ
る
内
容
は
、

一
流

の
日
本
経
済
論
と
な

つ
て
い
た
。
素

人
に
も
わ

か
る
や
さ
し

い
解
説

で
、

出
席
者
に
多
大
な
感
銘
を
与
え
た
。

同
窓
の
仲
間
内

の
気
安

さ
か
ら
、

エ
ピ

ソ
ー
ド
が
具
体
的

で
、
現
在

の

経
済

政
策

へ
の
苦
言
も
混
じ

っ
て
、
1
時
間
の
講
演
が
ア
ツ
と
い
う
間
に

過
ぎ

て
し
ま
う
充
実
ぶ
り
だ

っ
た
。

な

お

、

今

回

は

オ

ー
プ

ン
開

催

と

い
う

こ
と

で
、

41
年

卒

の

メ

ン
バ

ー
以
外
に
も
、

36
年
卒
か
ら

50
年
卒

ま

で
幅
広

い
参
加
が
あ

っ
た
。

大盛況だった二火会 オープ ン。（ 円内は講演中の及川会長）



在京 白 堊 会 報

大
好
評

の
「
第
1
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会
」
―
恒
例
行
事
化
へ
―

栄
え
あ
る
第
1
回
優
勝
は
「
団
体
」
43
年
卒
チ
ー
ム

「
個
人
」
玉
田
剛
嗣

さ
ん
（
昭
3
0
年
卒
）

団体優勝 の40年チーム（左から川村正明さん、戸田敬さん＝岩手より参戦＝、玉津健児さん、佐々伸さん

第
1
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

が
平
成

15
年

11
月

21
日
、
茨
城
県
竜

ヶ
崎
市

の
ザ

、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜

ヶ

崎

で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
会
員
の
親

睦
と
交
流
拡
大
に
向
け
て
会
員
か
ら

か
ね

て
要
望

の
強
か

っ
た
イ
ベ
ン
ト

が
実
現
し
た
も

の
で
す
。

大
会
に
は
、
2
9
年
卒
か
ら
3
0
年
、
3
1
年
、
3
4
年
、
3
7
年
、
4
0
年
、
4
1
年
、

42
年
、
伯
年
、

47
年
、

50
年
卒
ま
で
と
幅
広
い
年
次
か
ら
総
勢
3
5
名

（
う
ち
女
子
2
名
）
が
参
加
、
快
晴
無
風
の
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
プ
レ
ー
の
結
果
は
、
混
成
チ
ー
ム
を
含
め
1
0
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
年
次
対
抗
に
よ
る
団
体
戦
の
部
で
は
、
4
3
年
卒
（
玉
澤
・
戸
田
・
佐
々
・
川
村
）
チ
ー
ム
が
栄
え
あ
る
第
1
回
大
会
の
栄
冠
を
獲
得
し
ま
し
た
。
2
位
3
0
年
卒
（
杉
渕
・
玉
田
、
佐
藤
・
松
本
）
、
3
位
2
9
年
卒
（
伊
藤
・
高
松
、
宮
台
・
興
津
）
と
続
き
ま
し
た
。
個
人
の
部
で
は
、
3
0
年
卒
の
玉
田
剛
嗣
氏
が
優
勝
、
記
念
す
べ
き
第
1
回
大
会
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
者
に
は
純
銀
製
の
優
勝
カ
ッ
プ
及
川
杯
（
及
川
昭
伍
在
京
白
堊
会
会
長
寄
贈
＝
持
ち
回
り
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
2
位
青
山
洋
三
氏
（
3
7
年
卒
）
、
3
位
戸
田
敬
氏
（
4
3
年
卒
）
で
し
た
。
な
お
、
こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
好
評
に
よ
り
、
今
後
と
も
継
続
し
毎
年
同
時
期
に
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
半
年
は
ゴ
ル
フ
大
会
、
記
念
誌
発
行
と
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続
き
、
多
く
の
先
輩
後
輩
と
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
交
流
が
広
ま
り
、
深
ま
り
ま
し
た
。
手
紙
に
添
え
ら
れ
た
励
ま
し
の
一
筆
、
メ
ー
ル
に
添
え
ら
れ
た
あ
た
た
か
い
コ
メ
ン
ト
に
、
ず
い
ぶ
ん
力
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
の
あ
た
た
か
な
絆
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
年
1
回
の
総
会
ば
か
り
で
は
な
く
、
交
流
で
き
る
場
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
優
勝
カ
ッ
プ
（
及
川
杯
）
と
賞
品
を
手
に
個
人
優
勝
の
玉
田
剛
嗣
さ
ん
（
3
0
年
卒
）
表
彰
式
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
参
加
者
一
同
、
1
年
後
の
再
会
を
誓
い
あ
っ
た

「
在京白堊会35周年記念誌」は

編

集
委

員
長

の
太
平

洋
司

副
会

長

（
26
年

卒
）
を

中
心

に
、
各

年
次
幹

事
等

の
ご
協

力
を
得
て
、

2
0
0
名

近
く

の
会
員
か
ら

エ
ッ
セ
イ
や
近
況

を
お
寄
せ

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

い
ま
、
総
会
当
日

の
配
布
を

目
指
し
て
、
鋭
意
作
業
中
で
す
。

副
会
長
の
大
平
洋
司
編
集
委
員
長
を
中
心
に
編
集
委
員
会
が
重
ね
ら
れ
2
0
0
名
近
く
の
会
員
か
ら
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
、
在
京
白
堊
会
の
歴
史
と
概
況
が
一
望
で
き
る
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
た

B
5
判
上
製
本

（
週
刊
誌
大

の
ム

ッ
ク
本
タ
イ
プ
）
で
、

モ
ノ
ク

ロ
で

す
が
写
真
も

ふ
ん
だ
ん
に
人
ら
た
充

実
し
た
内
容

の
記
念
誌
で
す
。
ど
う

ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

こ
の
記
念
誌
は
、
総
会
当
日
に
配
布
の
ほ
か
、
総
会
に
出
席
で
き
な
か

っ
た
会
員

で
会
費
を
納
入
さ
れ
た
会

員
に
は
、
後

日
郵
送

い
た
し
ま
す
。

「
在
京
白
堊
3
5
周
年
記
念
誌
」
（
B
5
判
並
製
・
2
0
0
頁
超
）
5
月
初
旬
完
成
！
総
会
参
加
者
に
会
場
で
配
布
総
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
費
納
入
者
に
は
後
日
郵
送
い
た
し
ま
す

「
土
人
踊
り
」
第
1
回

へ
の
異
論

前
回
第
15
号

の
特
別
座
談
会
「
創
始
者

が
語
る
猛
者
踊
り

（
土
人
踊
り
）
」
の

事

実
関
係

に

つ
い
て
、
初
代
酋
長

、
田
村
喜

八
氏

の
同
級

生
で
友

人

の
小
川
達
雄

氏

＝

第
3
面
書
評
欄
参
照
＝
か
ら
、
第

1
回

「
土
人
踊
り
」
は
昭
和
23
年
で
は
な
く

昭

和

22
年

5
月

13
日

で

あ

っ
た
と

い
う

ご

指
摘
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。


